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平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
６
９
９
億

８
千
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
で
は
、
固
定

資
産
税
に
お
い
て
、
新
増
築
に
伴

う
家
屋
の
増
加
や
、
企
業
の
設
備

投
資
の
持
ち
直
し
で
償
却
資
産
の

増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約
３
億
５
千

万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
の
各
分
野
に
お
い
て
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
は
、
国

の
政
策
に
基
づ
き
、
低
所
得
者
に

対
し
て
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

す
る
と
と
も
に
、
低
所
得
の
高
齢

者
、
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
に

対
し
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定

員
の
適
正
化
と
保
育
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
川
辺
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
増
設
整
備
し
ま
す
。
ほ

か
に
も
、
新
病
院
の
開
院
に
併
せ

て
小
児
救
急
夜
間
診
療
所
を
開
所

し
ま
す
。

　

生
活
・
環
境
分
野
で
は
、
夜
間

の
市
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防

止
や
電
力
消
費
の
低
減
に
よ
る
地

球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
街
路
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。
ま
た
、
平

成
27
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て

推
進
し
て
き
た
ア
ナ
ロ
グ
の
防
災

行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
に
更
新
し

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
更
新
時
期
を

迎
え
た
ご
み
焼
却
施
設
の
基
幹
的

設
備
改
良
工
事
の
実
施
や
、
老
朽

化
に
よ
り
機
能
が
低
下
し
た
、
し

尿
処
理
施
設
を
汚
泥
再
生
処
理
セ

ン
タ
ー
に
更
新
し
、
供
用
を
開
始

し
ま
す
。

　

都
市
基
盤
分
野
で
は
、
本
市
特

有
の
景
観
資
源
の
保
全
や
歩
行
空

間
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

設
置
後
30
年
以
上
経
過
し
劣
化
が

進
行
し
て
い
る
ふ
じ
通
り
の
藤
棚

の
修
景
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
一
ノ
割
駅
付
近
の
用
地
を

平

成

28

年

度

一
般
会
計
予
算
を
可
決

 
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
は

　
　
　

６
９
９
億
８
０
０
０
万
円 

取
得
し
、
駅
利
用
者
の
利
便
性
向

上
と
、
駅
周
辺
の
交
通
環
境
の
改

善
を
図
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
庄

和
総
合
公
園
と
八
幡
公
園
を
利
用

さ
れ
る
方
の
利
便
性
向
上
を
図
る

た
め
、
ト
イ
レ
の
整
備
や
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
・
文
化
分
野
で
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
の

普
通
教
室
等
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
放
課
後
の
子
ど

も
た
ち
の
安
心
・
安
全
な
活
動
、

お
よ
び
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
体
験
の

場
を
提
供
す
る
た
め
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

産
業
・
経
済
分
野
で
は
、
市
内

企
業
と
連
携
し
た
就
職
セ
ミ
ナ
ー

や
、
若
手
社
員
対
象
の
異
業
種
交

流
会
な
ど
の
実
施
で
、
雇
用
の
拡

大
や
職
場
定
着
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
更
新
時
期
を
迎
え
る
「
か

す
か
べ
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
新
た
な
品
目
を
認
定
し
、
拡
充

を
図
り
ま
す
。

　
　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

区 　 　 分 予　算　額 前年度増減率
一　般　会　計 699億8000万0000円 △ 0.5

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 320億6664万1000円    2.0
介 護 保 険 162億2200万7000円 7.7
後 期 高 齢 者 医 療 24億9628万3000円 6.6
西金野井第二土地区画整理事業 4億  628万1000円 63.2
看 護 専 門 学 校 1億4975万2000円 △ 10.5
土 地 取 得 0円 △ 100.0

公
営
企
業
会
計

病 院 事 業 135億3118万5000円  △ 31.4
下 水 道 事 業 95億4836万7000円 3.0
水 道 事 業 64億8594万1000円 6.2
総　　　　額 1508億8645万7000円 △ 2.6

平成28年度　会計別予算
当初予算総額　1508億8645万7000円

◦  一般会計（46.4％）
699億8000万円

◦国民健康保険
　（21.3％）

  ◦介護保険
　（10.8％） 

病院事業
（9.0％）

水道事業
（4.3％）

看護専門学校
（0.1％）

西金野井
第二土地区画
整理事業  

（0.3％）

後期高齢者医療
（1.7％）

◦ 
◦ 

◦ 

◦ 

下水道事業
（6.3％）

◦ 

（　）内は、構成比率　　※前年度増減率は、平成 27 年度当初予算との比較（単位：％）
※計数については、それぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがあります。

公営企業会計（19.6％）
295億6549万3000円

◦ 

特別会計（34％）
513億4096万4000円

◦ 
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討
　
論

市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
し

元
気
な
春
日
部
を
取
り
戻
す

修
正
案
に
賛
成
（
日
本
共
産
党
）

　

市
民
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
市

政
は
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
福
祉
の
増
進
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
子
育
て
支
援
で
ま
ち
の

活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
立
場
か
ら
、

原
案
に
つ
い
て
指
摘
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
職
員
の
数
が
少
な
過
ぎ

ま
す
。
必
要
な
職
員
は
正
規
に
雇

用
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
消
防
職

員
は
ベ
テ
ラ
ン
職
員
と
若
手
職
員

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
配
置
と
国

基
準
ま
で
の
増
員
を
す
べ
き
で
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
は
、

新
設
、
建
て
替
え
も
含
め
市
民
が

必
要
と
す
る
公
共
施
設
の
充
実
を

計
画
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

児
童
虐
待
、
子
ど
も
の
貧
困
は

深
刻
で
す
。
相
談
体
制
の
充
実
と

き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
を
行
う

こ
と
、
さ
ら
に
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
が
必
要
で
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
は
、
18
歳
ま
で

無
料
に
拡
大
し
、
市
外
の
医
療
機

関
も
窓
口
払
い
を
無
料
に
す
べ
き

で
す
。
ま
た
、
待
機
児
童
対
策
は

急
務
で
す
。
市
の
特
別
な
対
策
が

必
要
で
す
。

　

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
高
齢
者
へ
、

88
歳
に
な
る
ま
で
お
祝
い
を
し
な

い
こ
と
は
余
り
に
冷
た
く
、
せ
め

て
77
歳
の
お
祝
い
を
す
べ
き
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
や
商
工
費
の
予

算
額
は
少
な
過
ぎ
ま
す
。
農
業
、

商
業
を
地
域
経
済
の
主
役
と
位
置

付
け
た
振
興
策
が
必
要
で
す
。

　

土
木
費
で
は
、
傷
ん
だ
道
路
が

多
く
残
さ
れ
て
お
り
生
活
道
路
の

改
善
、
歩
道
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

国
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
に
本
市

が
登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

機
に
、
対
象
地
域
外
で
も
特
別
な

対
策
で
水
害
の
な
い
春
日
部
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

春
バ
ス
で
は
、
福
祉
バ
ス
の
性

格
も
取
り
入
れ
た
運
行
と
料
金
の

引
き
下
げ
で
、
住
民
要
望
に
沿
っ

た
改
善
と
充
実
を
求
め
ま
す
。

　

春
日
部
駅
の
東
西
交
通
分
断
は
、

本
市
の
発
展
を
大
き
く
妨
げ
て
い

ま
す
。
先
の
見
え
な
い
連
続
立
体

交
差
を
待
た
ず
に
、
東
西
自
由
通

路
の
建
設
に
踏
み
出
す
べ
き
で
す
。

　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
早
急
な
改
善
と
老
朽
化
対
策

を
求
め
ま
す
。

　

公
民
館
は
無
料
に
戻
し
、
必
要

な
修
繕
や
備
品
の
整
備
な
ど
の
充

実
を
求
め
ま
す
。

　

今
回
の
予
算
案
で
は
、
前
年
度

繰
越
金
が
わ
ず
か
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
余
り
に
も
実
績
と
か
け
離

　

最
初
に
、
原
案
の
平
成
28
年
度

一
般
会
計
予
算
は
、
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
各
事
業
を
中
心
に
、
真

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
予
算

配
分
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生

に
資
す
る
事
業
や
、
よ
り
一
層
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
行
し
て
い
く
た

め
の
事
業
な
ど
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業
に
対
し
て
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
適
切
に
予
算
配
分

が
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
、
保
健
医
療
福

祉
分
野
で
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
３

館
の
定
期
的
な
家
庭
児
童
相
談
に

よ
っ
て
、
子
育
て
に
関
す
る
不
安

や
悩
み
の
解
消
、
解
決
に
向
け
た

支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
る
と
期
待

し
ま
す
。
ま
た
、
新
市
立
病
院
に

合
わ
せ
、
小
児
救
急
夜
間
診
療
所

を
隣
接
地
に
開
設
す
る
こ
と
は
、

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

生
活
環
境
分
野
で
は
、
街
路
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
交
通
安
全
対

策
の
推
進
や
、
電
力
消
費
の
低
減

に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る

な
ど
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
適
切

な
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

真

に

必

要

な

事

業

に

適
切
に
予
算
配
分
さ
れ
た

原
案
に
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

修
正
案
で
は
、
10
億
６
１
８
７

万
４
千
円
を
増
額
し
、
歳
入
歳
出

を
そ
れ
ぞ
れ
７
１
０
億
４
１
８
７

万
４
千
円
と
し
ま
す
。

　

修
正
案
の
歳
入
で
は
、
保
育
料

の
無
料
化
で
子
育
て
支
援
を
行
い
、

若
い
世
代
の
転
入
を
促
進
し
ま
す
。

　

次
に
、
公
民
館
の
使
用
料
を
無

料
に
戻
し
ま
す
。

　

次
に
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

を
増
額
し
、
今
回
の
修
正
で
不
足

す
る
財
源
を
補
い
ま
す
。

　

次
に
、
繰
越
金
を
例
年
ど
お
り

10
億
円
見
込
み
ま
す
。

　

次
に
、
給
食
費
負
担
金
を
減
額

し
、
学
校
給
食
費
を
１
人
当
た
り

月
額
千
円
引
き
下
げ
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
老
朽
化
し
た
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
建
て
替
え

る
た
め
に
調
査
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
を
増
額
し
、
低
所
得
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
を

増
額
し
保
険
税
を
引
き
下
げ
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
を
創
設
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
小
学
校
給
食
費
助
成
事

業
費
、
市
民
プ
ー
ル
整
備
事
業
費

を
新
た
に
計
上
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
賛
成
少
数
で
否
決
】

修
正
案

れ
て
い
ま
す
。
実
績
を
踏
ま
え
た

適
切
な
予
算
を
計
上
す
べ
き
で
あ

り
、
改
善
を
求
め
ま
す
。

　

以
上
の
点
を
指
摘
し
、
原
案
に

反
対
し
ま
す
。

　

次
に
、
修
正
案
は
市
長
の
予
算

編
成
権
を
侵
さ
な
い
範
囲
で
最
小

限
の
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
じ

学
園
は
、
老
朽
化
に
加
え
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
で
き
て
お
ら
ず
、

す
ぐ
に
建
て
替
え
る
べ
き
で
す
。

　

高
過
ぎ
る
国
保
税
、
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
は
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
を
行
い
実
現
し
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

市
内
業
者
の
仕
事
が
生
ま
れ
、
地

域
経
済
活
性
化
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、

小
中
学
校
の
給
食
は
、
市
か
ら
月

額
千
円
の
補
助
を
提
案
し
ま
す
。

　

保
育
料
の
無
料
化
は
、
若
い
夫

婦
を
本
市
に
呼
び
込
む
こ
と
に
も

つ
な
が
り
、
人
口
増
加
や
税
収
増

加
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

市
民
プ
ー
ル
は
、
市
民
の
強
い

願
い
で
す
。
子
育
て
日
本
一
と
老

後
生
き
生
き
の
春
日
部
に
欠
か
せ

な
い
施
設
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
子
育
て
を

支
援
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援

す
る
こ
と
で
、
人
口
増
加
や
経
済

の
活
性
化
を
進
め
、
元
気
な
春
日

部
を
取
り
戻
す
修
正
案
に
賛
成
し
、

原
案
に
反
対
し
ま
す
。
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ま
た
、
地
方
庁
舎
交
差
点
へ
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
を
通
し
て
、

安
心
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
が
推
進
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

都
市
基
盤
分
野
で
は
、
一
ノ
割

駅
周
辺
を
整
備
し
、
利
便
性
向
上

と
交
通
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と

は
、
安
全
で
良
好
な
市
街
地
の
形

成
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

浸
水
、
冠
水
被
害
対
策
と
し
て
、

備
後
西
ポ
ン
プ
場
の
増
強
や
安
之

堀
川
の
改
修
を
進
め
る
な
ど
、
さ

ら
な
る
市
民
生
活
の
安
全
が
確
保

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
文
化
分
野
で
は
、
小
中
学

校
普
通
教
室
等
へ
エ
ア
コ
ン
を
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
こ
と

は
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境
向
上

に
寄
与
す
る
も
の
と
評
価
し
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
分
野
で
は
、
ふ
る

さ
と
か
す
か
べ
応
援
寄
附
金
で
自

主
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

市
の
特
産
品
や
農
産
物
、
か
す
か

べ
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
認
定

品
な
ど
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

で
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
推
進
し
、

さ
ら
に
お
礼
品
協
力
事
業
者
を
市

内
か
ら
募
り
、
拡
充
す
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
原
案
は
各
種

施
策
の
重
点
事
業
に
対
し
て
優
先

的
に
予
算
配
分
が
行
わ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
地
方
創
生
へ
向
け
た
積
極

的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
適
切

な
予
算
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
修
正
案
に
つ
い
て
は
、

歳
入
で
財
政
調
整
基
金
の
残
高
を

約
４
分
の
３
も
取
り
崩
す
と
あ
り

ま
す
が
、
確
か
な
財
源
の
裏
付
け

が
な
い
中
で
、
歳
出
事
業
費
を
一

時
的
な
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
っ

て
予
算
化
す
る
こ
と
は
、
持
続
可

能
な
施
策
と
は
到
底
言
い
が
た
く
、

中
長
期
的
な
視
点
が
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
無
責
任
な
予
算
案
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

歳
出
で
は
、
介
護
保
険
特
別
会

計
、
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
特
別
会
計

に
対
す
る
繰
出
金
は
法
の
基
準
を

超
え
る
も
の
で
、
単
に
保
険
料
の

軽
減
を
目
的
と
し
た
繰
出
金
の
増

額
は
適
切
と
は
言
い
が
た
く
、
さ

ら
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ

の
法
定
外
の
繰
出
金
は
、
そ
の
財

源
に
つ
い
て
も
慎
重
に
検
討
す
べ

き
も
の
で
す
。

　

以
上
、
修
正
案
に
つ
い
て
は
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
視
点
が

十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
厳
し
い
環
境
下
で
の

市
政
運
営
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、

市
民
生
活
を
し
っ
か
り
と
支
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
を
要
望
し
、
修
正
案
に

反
対
し
、
原
案
に
賛
成
し
ま
す
。

市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

新

風

会

公

明

党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

民

主

党

無

所

属

議案第  1  号 行政不服審査会条例の制定 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  2  号 消費生活センター条例の制定 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  3  号 小児救急夜間診療所条例の制定 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  4  号 都市再生協議会条例の制定 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  5  号
行政不服審査法の全部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定

（総務・建設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  6  号
地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  7  号 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  8  号 印鑑条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第  9  号 住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 10 号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 11 号
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条
例の一部改正

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 12 号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正

（総務・厚生福祉・建設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 13 号 証人等の実費弁償に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 14 号 職員の給与に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 15 号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 16 号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 17 号
特別職の給与に関する条例及び教育委員会教育長の給与等に
関する条例の一部改正

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 18 号 病院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 19 号 手数料条例の一部改正 （総務・厚生福祉・建設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 20 号 重度要介護高齢者手当支給条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 21 号
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正

（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ３ 月 定 例 会 　 審 議 結 果
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市長提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議案番号
　　

議　　案　　名　　　 
 （　）は付託委員会名

審議結果

新

政

の

会

新

風

会

公

明

党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

民

主

党

無

所

属

議案第 22 号
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

（厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 23 号 環境センター条例の一部改正 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 24 号 市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25 号 建築審査会条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 26 号 下水道条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 27 号 都市計画下水道事業受益者負担金条例の一部改正 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 28 号 火災予防条例の一部改正 （総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 29 号 病院事業の設置等に関する条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 30 号 市立病院使用料及び手数料条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

議案第 31 号 市立病院運営委員会条例の一部改正 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 32 号 農業委員会の選挙による委員の定数条例等の廃止 （教育環境）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 33 号
埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増
加及び同組合規約の変更

（総　　務）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 34 号 大枝公園整備工事請負契約の議決内容の一部変更 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 35 号 市道路線の認定 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 36 号 市道路線の廃止 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 37 号 平成27年度一般会計補正予算（第5号） （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 38 号 平成27年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 39 号 平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 40 号 平成27年度介護保険特別会計補正予算（第4号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 41 号
平成27年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事
業特別会計補正予算（第2号）

（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 42 号 平成27年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第3号） （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 43 号 平成27年度下水道事業会計補正予算（第2号） （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 44 号 平成28年度一般会計予算 （各委員会）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 45 号 平成28年度国民健康保険特別会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 46 号 平成28年度後期高齢者医療特別会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 47 号 平成28年度介護保険特別会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 48 号
平成28年度春日部都市計画事業西金野井第二土地区画整理事
業特別会計予算

（建　　設）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 49 号 平成28年度市立看護専門学校特別会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 50 号 平成28年度水道事業会計予算 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 51 号 平成28年度病院事業会計予算 （厚生福祉）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議案第 52 号 平成28年度下水道事業会計予算 （建　　設）原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

請　願 （○：賛成　╳：反対　−：退席）

請願第 1 号
安全保障関連2法（国際平和支援法、平和安全法制整備法）の廃
止を求める意見書採択についての請願

（総　　務）不 採 択 × ×5
− 1 × ○ ○ × ×

請願第 2 号
年金を毎年下げ続ける「マクロ経済スライド」を廃止すること
を求める意見書採択についての請願

（総　　務）不 採 択 × × × ○ × × ×

議員提出議案 （○：賛成　╳：反対）

議第 1号議案 議会委員会条例の一部改正 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 2号議案 無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 3号議案 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書 （付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 4号議案 地方公会計の整備促進に係る意見書 （付託省略）否　　決 × ○ ○ × × × ○

議第 5号議案
子どもの医療費助成に係る国民健康保険の国庫負担減額調整
措置を廃止し、子ども医療費の無料化を求める意見書

（付託省略）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 6号議案
要介護１・２の生活支援サービスの「保険外し」をやめ、安心・安
全の介護保険制度に充実することを求める意見書

（付託省略）否　　決 × × × ○ × × ×


